
授業参観・育友会総会、家庭訪問
じ ゅ ぎ ょ う さ ん か ん い く ゆ う か い そ う か い か て い ほ う も ん

ありがとうございました
先月は、４年ぶりの全学年一斉の授業参観と育友会総会の開催、そして、家庭訪問

の実施にご協力いただき、ありがとうございました。授業参観では、新しいクラスで

のお子さんの様子を静かに温かく見守っていただき、育友会総会も、お陰様でスムー

ズに議事を進行することができました。ご参加いただきました皆様に感謝いたします。

また、家庭訪問は短時間ではありましたが、保護者の皆様と担任が直接お話しでき

たことを、子供たちのこれからの指導に活かしていきたいと考えております。子供た

ちの成長を支えるには、ご家庭と学校との連携が大切です。これからも相談しながら、

進めてまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

一人一人がみんなのために動く ねごろっこ
ひ と り ひ と り う ご

４月１５日（土）根来小学校 緑の少年団 緑の募金活動（フォレストモールにて）
ねごろしょうがっこう みどり しょうねんだん みどり ぼきんかつどう

５年生７名の参加希望者が「緑の募金、お願いしま～す！」と元気に活動しました。

４月１７日（月）児童会 代表委員会 「助け合いができ、 １年生もみんなのために
じどうかい だいひょういいんかい たす あ ねんせい

他校に負けないような根来小学校にしよう」 (児童会学校目標) きゅうしょくとうばん！
た こ う ま ねごろしょうがっこう
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５類感染症への移行後の対応について
本日、５月２日付で、岩出市教育委員会からの「保護者の皆様へ」という文書

を配付させていただきました。記載内容の「出席停止の取扱いについて」と「保

護者の皆様に協力していただきたいこと」をご確認いただくようお願いします。

・５月８日以降は、これまでご協力いただきました検温表の学校への提出は必要

ありませんが、毎朝、家庭においての健康観察を行い、発熱や咽頭痛、咳等の

普段と異なる症状がある場合には、無理をせずに、自宅で休養することが重要

です。 （陽性でない場合は病気欠席となります。）

・学校で発熱等の症状が見られる場合には、連絡をしますので、迎えをお願いし

ます。（濃厚接触者としての特定は行われません。）

長きにわたり、感染拡大防止と様々な制約の中での学校教育活動にご協力いた

だきました保護者の皆様に、改めて感謝申し上げます。

今後も、平時及び感染流行時における感染症対策については、文科省の「学校

における新型コロナウイルス感染症に関する衛星管理マニュアル（2023.5.8

～）」に基づき、換気の確保、手洗い等の手指衛生の指導等、感染状況に応じた

対策を行い、子供たちが安心して充実した学校生活を送ることができるよう、引

き続き取り組んでまいります。保護者の皆様にもご理解とご協力をお願いします。

５月の主な行事予定

５月 ２日（火）朝の読み聞かせ １年

９日（火）心電図１年 １年生を迎える集会

１０日（水）クラブ活動４・５・６年

１１日（木）耳鼻科検診３・４・５年

１６日（火）朝の読み聞かせ ５年

１８日（木）内科検診１・２・６年

２２日（月）ALT（外国語指導助手）来校週（月・水・金） 尿検査（１次）

２３日（火）育友会除草作業(９：００～１０：００) 眼科検診 尿検査（１次）

２５日（木）歯科検診４・５・６年

３０日（火）朝の読み聞かせ ３年

６月３日（土）運動会（午前中・弁当不要・全校一斉に実施予定）【雨天順延】

５日（月）振替休日 ※詳細については、後日お知らせします。
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和歌山市や岩出市など紀の川周辺の田んぼも「あぜ塗り」や「田起こし」な

どの作業が行われる時期になりました。（「あぜ」や「せき」について学ぼう！

を読んで、ご家庭でもお話をしていただくようお願いします。）

「あぜ」や「せき」について学ぼう！
ま な

―おうちの人といっしょに 読みましょう―
ひと よ

１．「あぜ」や「せき」について

学校の行き帰りに、田の様子を見て気づいたことはありませんか。
がっこう い かえ た よ う す み き

５月になると、田に水を入れて田植えの準備がはじまります。そのために、今農家の人
がつ た みず い たう う じゅんび いま の う か ひと

たちは、肥料をまいたり、田おこしやもみまきなどをしたりして、なえを育てていま
ひりょう た そだ

す。おいしいお米は「太陽と水と土」からできています。
こめ たいよう みず つち

田に入れる水は、農家の人がお金を出して買っています。また、田に入った水には、
た い みず の う か ひと かね だ か た はい みず

肥料がとけていて、
ひりょう

なえが育つのによい
そだ

のです。この大切な
たい せつ

「水」と「土」を守
みず つち まも

っているのが「あぜ」

です。

また、水を出し入
みず だ い

れするための「せき」

として小さな板を入
ちい いた い

れています。

この「せき」をはずすと、せっかく入れた大切な水が流れてしまい、農家の人が大変
い たい せつ みず なが の う か ひと たいへん

なことになります。 私 たちが食べるお米を作っている農家の人にめいわくをかけな
わたし た こめ つく の う か ひと

いように、絶対に「せき」をさわったり、「あぜ」を歩いたりしないようにしましょ
ぜったい ある

う。

２．田畑の作物を大切に
た は た さくもつ たい せつ

これからの時期、田畑の作物は芽がどんどん大きくなり、花を咲かせ、実をつけて、
じ き た は た さくもつ め おお はな さ み

成 長していきます。そして農家の人たちはとても大切な作物の収 穫をします。
せいちょう の う か ひと たい せつ さくもつ しゅうかく

ですから、田畑の中に入って、作物をひきぬいたり、ふみあらしたり、石を投げた
た はた なか はい さくもつ いし な

りすると、 農家の人たちは大変悲しい思いをします。田畑に入ったり、石を投げた
の う か ひと たいへん かな おも た は た はい いし な

り、作物をひきぬいたりしないようにしましょう。
さくもつ


